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近年がん診療は日進月歩で治療成績が飛躍的に改善してきている。しかしそれでも本邦においてがん死

は死亡原因の第一位である。故にがん診療において緩和医療・ケアの介入の重要性はますます重要とな

ってきている。緩和はエビデンスの構築しにくい分野であることからエビデンスに基づいた治療だけで

なくナラティブに代表されるような個々の事例に応じたきめ細かな治療・サポートが、より必要とされ

る。しかしながら、本邦においてはまだまだ緩和医療・ケアに従事する医療者は少なく、特に緩和を専

門とする医師は増えてきていない。専門家が増えない理由はいくつかあり、今後の課題でもあるのでそ

のことについて詳述したいと思う。また少ない専門家がどのような形で緩和医療に関わっているか、専

門外の一般の医師が緩和医療にどういう形で参画していくのが望ましいかといった点についても述べ

たい。 
今回、がん緩和において重要ながん疼痛治療につき、最新のガイドラインを元に実践的なオピオイドの

選択や有害事象に対する対策などについて概説したい。さらに、がん治療から終末期に至るいわゆる移

行期の課題、共同意思決定（Shared Decision Making; SDM）において求められること、いま話題の人
生会議（Advance Care Planning; ACP）の重要性とその課題を、がん治療医・緩和医療医の立場から述
べていきたい。 
最後に当院におけるがん診療の変遷と構築してきたシステム、現在の診療の実態について述べ、地域と

密着したがん医療の今後の在り方について議論していきたい。 


